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要  旨 
複合ペロブスカイト型酸化物 BiNi0.5Mn0.5O3 は強磁性強誘電体である事が
Azumaらによって報告されている[1]。しかし強磁性転移温度がTCM=140Kであるの
に対し、強誘電性転移温度はTCE=480Kと非常に離れており、誘電率の磁場依存性
(電気磁気効果)はΔε(9T)/ε(0)=0.4%と小さい。そこで離れたTCEとTCMが近づく事で
強磁性と強誘電性の競合または協力による新たな興味深い現象が生じる可能性が
ある。LaNi0.5Mn0.5O3がTCM=300Kの強磁性体であることから、BiNi0.5Mn0.5O3の
Bi3+サイトへLa3+を置換する事によりTCMが上昇しTCEが下降する事でTCM とTCE
が近づく事が期待できる。そこで本研究ではLa1-xBixNi0.5Mn0.5O3の作製を行い、
結晶構造解析、磁性、磁場中での誘電特性(電気磁気効果)の研究を行った。  
AzumaらはBiNi0.5Mn0.5O3の合成に高圧を使用しているが、私はsol-gel法により
低温、常圧での合成を試みた。その結果x=0~0.9においてペロブスカイト構造の多
結晶の合成に成功した。  
この試料に対し室温で粉末X線回折測定を行いリートベルト法による結晶構造
解析を行った。その結果0≦x≦0.7は単斜晶のP21/c(反転対称性あり)であり0.8≦x
≦0.9は単斜晶のC2(反転対称性なし)である事が明らかになった。この事から室温
で0≦x≦0.7は常誘電相、0.8≦x≦0.9は強誘電相であると考えられる。  
磁化測定の結果x=0~0.9が強磁性体である事が明らかになった。TCMはx=0の
300Kを最大にBi濃度の増加に伴って単調に減少し、x=0.9で150Kとなる。これは
報告されているx=1.0のTCM=140Kとコンシステントに滑らかに繋がる結果であ
る。飽和磁化のBi3+濃度依存性は小さくいずれの試料もMn4+-Ni2+の強磁性配列か
ら期待される値2.5[μB/C.F.]に近い値が得られた。また常磁性相の帯磁率の逆数か
ら算出される有効磁気モーメントはNi2+ (S=1)- Mn4+(S=3/2)の分子場近似から算
出される有効磁気モーメント3.39μBに近い値であった。これらの事から磁性の起
源はAサイトのLa3+やBi3+には大きく影響されず、BサイトのNi2+とMn4+の超交換
相互作用による事がわかった。  
誘電率測定の結果x=0.1~0.9の試料においてBi3+濃度の増加に伴い誘電性が増大
する事が明らかになった。この事から誘電性はBi3+に起因している事がわかる。
また、x=0.5,0.7,0.9はTCM≦Tに周波数分散、TCM付近に誘電損失の極大が観測され
た。よって磁性と誘電性の間に何らかの結合がある事が期待される。  
そこで磁性と誘電性の間における結合の存在を明確にするため磁場中で誘電率
測定を行った。その結果、磁場の印加により誘電率が増大する事が明らかになっ
た。また磁場-電場の相対方向に対する依存性はなかった。x=0.5, 0.7, 0.9のそれぞ
れのTCM付近に磁場による誘電率変化の極大が確認された。特にx=0.7は誘電率変
化が最大7%にもおよぶ。この結果からBiNi0.5Mn0.5O3へLa3+を置換した事により
TCEとTCMが近づき、結果として磁性と誘電特性の間における相関が大きくなった
と考えられる。  
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